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瀬
戸
臨
海
研
究
所
は
和
歌
山
鯨
西
牟
婁
郡
瀬
戸
鉛
山
村
に
あ
り
、
町
議
湾
の
南
方
の
入
口
に
西
方
に
向
っ
て
、．

突
出
す
る
番
所
崎
の
根
元
の
砂
地
一
面
を
其
地
域
さ
す
る
。
其
束
南
方
海
岸
に
沿
ヲ
て
凡
そ
十
三
町
の
慮
に
白

、

．

、

、

．

滋
あ
り
、
更
に
南
に
行
く
事
十
数
町
に
し
て
湯
崎
が
あ
る
叫
湯
崎
は
上
代
よ
り
知
ら
れ
仁
湯
治
場
で
あ
り
、
自

演
は
之
に
反
し
数
年
前
始
め
て
開
か
れ
た
温
泉
で
あ
る
。
此
二
個
所
の
間
の
海
滋
一
帯
、
或
は
沙
の
聞
か
ら
‘

或
は
田
の
中
か
ら
、
或
は
路
の
傍
か
ら
、
或
は
坂
の
途
中
か
ら
、
熱
湯
が
湯
気
さ
共
に
遊
り
出
る
慮
、
か
多
く
あ
FO
、

機
の
岩
の
隙
間
等
か
ら
も
絶
え
す
泡
立
っ
て
、
瓦
斯
の
噴
い
て
を
る
も
の
が
至
る
慮
に
見
ら
れ
る
d

番
所
ナ
崎
三
云
ふ
の
は
維
新
前
こ
h

に
異
閣
の
舶
を
見
張
る
番
所
が
あ
っ
て
‘
紀
州
藩
の
奥
力
が
交
代
に
此

彪
に
詰
め
て
居
て
、
図
林
一討
を
破
っ
て
外
洋
か
ら
堺
浦
や
兵
庫
の
湊
に
押
入
ら
う
さ
す
る
里
山
舶
を
遠
眼
鏡
で
脱
ん

花
彪
で
あ
る
。
今
も
小
高
い
松
林
の
蔭
に
其
跡
の
墓
石
等
が
残
っ
て
を
る
。

此
崎
の
背
に
あ
る
卒
地
の
上
に
、
遠
く
堅
め
ば
黒
松
の
総
の
聞
に
隠
見
す
る
一
群
の
赤
屋
根
が
印
ち
臨
海
研

-1ー



究
所
の
建
物
で
あ
る
。

こ
』
は
自
演
等
に
さ
ほ
合
法
く
は
な
い
が
、
岬
の
突
端
に
近
く
、
最
近
海
岸
に
沿
、
フ
六
道
が
閲
か
れ
る
迄
は

途
中
に
峠
な
き
も
あ
り
、
人
里
か
ら
離
れ
た
一
地
域
を
な
し
て
を
る
、
に
け
、
昔
乍
ら
の
天
然
が
未
だ
多
く
汗
さ

れ
る
事
な
く
残
っ
て
を
る
。
滋
に
は
春
は
ハ
マ
エ
ン
ド
ワ
、
ホ
タ
ル
カ
ヅ
ラ
、
ス
ミ
レ
、
コ
ナ
リ
ン
ダ
ワ
等
映

ハマ
f
’ヮ

、
芳
、
観
れ
夏
は
キ
ス
グ
、
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
ホ
、
ハ
マ
オ
モ
ト
、
ハ
マ
ニ
ガ
ナ
ザ
ザ
一
一
聞
に
匂
う
て
‘
草
叢
の
蔭
か
ら

兎
が
跳
び
出
し
た
り
等
す
る
事
は
常
に
あ
る
。
番
人
の
飼
っ
て
を
る
鶏
を
襲
う
た
狸
φ

ぜ
た
？
ぎ
殺
し
た
事
も
あ

り
‘
何
に
驚
い
て
か
惟
の
子
が
耐
子
窓
を
破
っ
て
賓
験
室
に
飛
び
込
ん
記
事
も
あ
る
。
叉
早
春
に
は
蕨
を
狩
り

松
露
を
堀
る
事
も
出
来
る
し
‘

夏
は
海
水
浴
魚
釣
等
研
究
の
飴
暇
を
つ
ぶ
す
に
は
充
分
の
楽
し
み
が
あ
る
u

京
都
大
阪
方
面
よ
り
こ
与
に
往
く
塗
は
海
路
三
陸
路
三
あ
る
が
、
何
れ
も
先
づ
田
・
迭
を
経
ね
ば
な
ら
ぬ
u

海

路
は
大
阪
商
船
曾
枇
の
客
船
が

一
日
二
回
づ
っ
遁
う
て
を
る
。
そ
の
一
を
大
阪
名
古
屋
線
ぐ
－
云
ひ
、
甘
一
八
舶
は
比

較
的
小
さ
く
、
和
歌
浦
よ
り
旧
建
迄
の
諸
港
に
寄
航
し
、
速
さ
も
遅
い
。
他
の
大
阪
勝
浦
線
は
之
に
反
し
．
念

航
ミ
稀
へ
て
、
和
歌
浦
の
外
御
坊
に
寄
る
の
み
で
、
時
間
も
一知
く
品
川
足
も
速
く
、
舶
は
千
六
百
噸
で
蛸
室
設
備

も
良
く
整
う
て
を
る
。

陸
路
は
和
歌
山
市
よ
り
目
以
近
御
坊
迄
届
い
た
紀
勢
鍛
遁
西
線
に
よ
り
、
御
坊
団
法
聞
に
は
自
動
車
の
便
が
あ

、
ト J
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る。
海
除
路
さ
も
所
要
時
間
は
大
差
な
く
、
和
歌
山
よ
り
三
時
間
宇
叉
は
四
時
間
内
外
で
回
設
に
一
淫
す
る
（
汽
般
の

モ
リ

山氏
川
航
地
は
賢
は
旧
溢
よ
り
少
し
離
れ
に
文
旦
で
あ
る
）
。之
よ
り
回
議
湾
を
横
切
る
連
絡
護
動
機
般
に
乗
る
か
、

ツ
ナ
シ
ラ
ズ

叉
は
潟
の
周
悶
－
L
沿
う
て
走
る
自
動
車
を
利
用
し
て
、
凡
そ
半
時
間
に
し
て
綱
不
知
に
達
す
る
（
第
一
国
参
照
）

制
不
知
よ
り
坦
路
白
演
迄
七
町
許
、
研
究
所
迄
は
更
に
十
二
三
町
あ
る
。
白
滋
よ
り
研
究
所
迄
の
遁
は
長
近

修
築
せ
ら
れ
、
白
動
車
を
遇
す
る
筈
で
あ
る
。

其
途
中
瀬
戸
村
に
郵
便
電
信
局
あ
り
、
所
内
に
電
話
が
あ
っ
て
京
都
大
阪
さ
通
話
す
る
事
が
で
き
る
。

建

物

と

設

備

ー－ 3 --

研
究
所
の
線
地
積
は
計
一
高
二
百
六
坪
二
合
五
勺
ο

之
に
主
な
る
建
物
が
六
棟
雁
木
形
に
立
並
ん
で
を
る
。

郎
ち
束
よ
り
西
に
順
弐
算
へ
て

合合

寄

宿

二坪
坪二
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c'-合
弁．

五
七
坪

外
に
物
置
等
六
坪
七
五
守
合
せ
て
総
建
時
三
九
六
咋
五
あ
る
。
総
て
木
造
平
家
建
で
、
官
舎
三
寄
宿
合
は
搭

敷
、
特
別
研
究
室
は
板
張
床
、
残
の
三
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
で
あ
る
（
第
二
第
四
回
）

’’・・＠

特
別
研
究
室
（第
三
闘
C
第
六
国
）
は
研
究
室
三
住
宅
三
を
併
せ
た
如
く
這
ら
れ
、
中
に
洋
風
居
室
二
つ
，
墓

所
、
食
堂
等
あ
る
外
皮
営
資
験
室
を
含
ん
で
を
る
。
此
室
は
近
く
改
造
し
て
標
本
陳
列
宗
に
充
て
る
筈
で
あ
る
。

－－

e
 

賓
m自
主
（
第
三
岡
A
第
八
、
九
闘
）
の
内
部
は
二
つ
の
大
き
な
室
に
分
れ
二
は
初
年
級
車
生
の
た
め
、
一
は
大
串

院
及
上
級
感
生
が
使
ふ
事
に
な
っ
て
を
る
。
前
者
は
窓
際
に
連
緩
し
た
卒
卓
が
取
附
け
ら
れ
、
南
雨
側
に
六
名

宛
の
席
が
あ
の
、
後
者
は
衝
立
様
の
も
の
で
仕
切
ら
れ
た
南
北
各
側
五
個
の
席
が
設
け
ら
れ
て
を
る
。各
室
の
中

央
に
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
場
や
設
け
、
海
水
淡
水
何
れ
で
も
自
由
に
得
ら
れ
る
や
う
に
設
備
し
て
あ
る
。

骨

骨

．

研
究
室
（
第
三
国
B
第
七
悶
）
は
寅
習
室
の
西
側
に
接
し
大
建
物
で
‘
内
部
に
は
中
央
を
縦
に
貫
く
廊
下
が
あ

り
、
立
六
両
側
に
小
さ
な
窒
が
合
せ
て
十
あ
る
。
即
ち
右
側
に
器
械
室
、
材
料
室
、
岡
書
室
、
生
瑚
賢
験
室
、
左
側
に

問
つ
の
職
員
研
究
室
、
こ
築
品
家
、
情
室
が
並
ぶ。
器
械
室
に
は
穎
微
鏡
類
、
計
測
用
器
械
類
、
採
集
器
具
類
等
を
置

-4-



ーっ

き
材
料
室
に
は
附
一
誌
で
採
集
さ
れ
た
動
植
物
の
研
究
材
料
亭
｝
保
存
す
る
。
図
書
室
に
は
主
三
し
て
海
産
生
物
車

ι関
す
る
悶
書
雑
誌
や
｝減
し
て
を
る
が
、
こ
、
に
は
日
常
の
研
究
に
必
要
な
一
般
的
の
者
の
み
を
置
く
事
に
し

必
要
あ
る
毎
に
京
都
の
動
物
車
教
室
等
よ
わ
参
考
書
巻
逸
る
事
に
し
て
を
る
。
職
員
研
究
室
に
は
そ
れ
ん
＼
h
資

抑
自
主
に
あ
る
流
し
の
小
さ
な
物
が
据
え
ら
れ
で
あ
る
。

＠

＠

嘩

水
槽
主
（
第
四
回
B
）
は
研
究
室
の
更
に
西
に
あ
わ
J
b

中
は
唯
一
室
に
な
っ
て
や
る
。
こ
』
に
三
つ
に
仕
切
ら

ハ
大
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
動
物
飼
青
槽
が
一
つ
あ
る
の
さ
、
南
側
の
窓
に
接
し
て
卓
上
水
械
器
を
置
く
蓑
が
二

つ
あ
る
外
．
残
の
場
所
は
通
俗
向
の
標
木
陳
列
に
宛
て
る
。
部
ち
こ
』
に
置
か
れ
た
尚
子
棚
の
中
に
は
附
近
の

動
物
の
著
し
い
も
の
』
標
本
を
並
べ
て
解
説
巻
附
し
、
叉
周
園
の
壁
に
は
世
界
の
臨
海
研
究
所
の
宗
国民
、
海
岸
一

動
植
物
の
掛
岡
等
を
掛
け
て
、
公
衆
の
興
味
を
引
く
や
う
に
し
て
を
る
。

- 5一一

更
に
此
主
の
北
側
に
は
階
段
の
下
に
四
つ
の
水
族
館
式
の
水
槽
が
造
ら
れ
、
研
究
用
品
況
に
翻
費
用
の
動
物
を

生
け
て
置
く
。

水
柿
室
の
地
下
室
は
海
水
ポ
ン
プ
室
で
一
馬
力
の
タ
ー
ビ
ン
ポ
ン
プ
を
加
え
る
。
其
前
に
海
水
の
井
が
あ
り

之
よ
り
百
九
十
尺
の
導
水
管
一
か
長
直
に
遠
く
海
中
に
出
て
を
る
J

井
に
流
入
つ
に
水
は
ポ
ン
プ
で
川
以
上
け
ら
れ

傍
の
小
丘
の
上
に
あ
る
二
百
五
十
石
の
銭
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
タ
ン
ク
に
溜
り
‘
そ
こ
か
ら
配
水
鉛
管
を
流
下



し
て
各
室
に
迭
ら
れ
る
。

申
－
－

寄
宿
合
（
第
四
閲
A
第
一
一
一
附
）
は
敷
地
の
東
端
、
門
に
近
い
慮
に
あ
る
。
東
西
に
細
長
い
卒
家
で
．
内
部
は

和
風
‘
職
員
室
八
品
恒
三
、
四
川
県
三
、
早
生
室
十
昼
四
、
八
回
盤
四
の
外
、
食
堂
牽
所
浴
室
使
丁
室
等
あ
の
、
凡
そ

三
十
人
詐
り
を
泊
め
る
庇
さ
さ
設
備
を
持
っ
て
を
る
。
－
e

・

外
に
研
究
所
の
設
備
ミ
し
て
重
要
な
も
の
は
「
入
紳
丸
」
（
第
一

O
国
）
ミ
荒
木
前
総
長
の
命
名
し
た
護
動
機
加

で
あ
る
。
之
は
総
噸
数
十
九
噸
，
長
さ
四
十
八
、
幅
十
三
沢
、
二
十
五
馬
力
の
セ
、
E

＠
デ
イ
ゼ
ル
機
闘
を
有
し
‘

帆
走
の
設
備
を
も
具
へ
て
を
る
。
般
内
に
は
．
船
室
、
飼
育
槽
、
加
総
等
が
あ
る
。
此
舶
は
主
ミ
し
て
遠
距
難

の
採
集
に
用
ゐ
ら
れ
、
ド
レ
ツ
デ
延
縄
瑚
瑚
網
等
の
採
集
具
を
且
（
へ
て
を
る
σ
叉
小
舟
三
隻
あ
り
，
何
れ
も
通

常
の
漁
船
形
で
、
其
一
つ
に
は
護
動
機
を
抑
え
て
を
る
。

- G-

沼

革

と

事

業

此
研
究
所
の
始
め
て
開
か
れ
仁
の
は
大
正
十
一
年
の
夏
で
あ
る
。
其
前
年
大
正
十
年
度
に
十
五
一
両
国
許
の
政

府
支
出
金
が
京
都
帝
岡
大
墜
に
臨
海
研
究
所
を
創
設
す
る
に
め
に
充
て
ら
れ
る
事
に
な
っ
た
中
を
‘
一
部
在
別

府
地
球
物
理
皐
研
究
の
た
め
に
割
き
、
残
額
拾
一
両
国
品
聞
が
瀬
戸
臨
海
研
究
所
の
建
築
及
設
備
に
用
ゐ
ら
れ
る
事
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に
な
っ
大
。
之
に
加
ふ
る
に
和
歌
山
鯨
よ
り
五
一
両
国
に
相
蛍
す
る
建
物
及
物
品
の
寄
附
が
あ
り
、
叉
瀬
戸
鉛
山

村
よ
り
敷
地
の
提
供
が
あ
つ
に
。
そ
れ
で
同
年
夏
起
工
し
、
翌
大
正
十
一
年
春
建
築
竣
成
し
、
同
年
夏
期
に
は
京

都
大
墜
第
一
回
の
動
植
物
堅
科
墜
生
が
臨
海
賓
習
を
行
ふ
事
が
で
き
た
。
そ
し
て
そ
の
終
ア
後
七
月
二
十
八
日

地
方
の
人
々
を
招
、
昔
、
総
長
以
下
出
張
し
て
こ
L

に
閉
所
式
を
行

J
K。
叉
図
書
器
械
等
の
設
備
は
大
正
十
一

年
度
に
完
了
し
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
此
研
究
所
の
設
立
経
管
に
は
和
歌
山
懸
並
に
瀬
戸
鉛
山
村
に
負
ふ
滋
甚
た
多
い
。
叉
大
島
一
亡
於
て
最
も

其
創
設
に
蛍
っ
て
霊
力
し
た
故
池
田
岩
治
教
授
は
、
大
正
十
一
年
竣
ヱ
ミ
ほ
ゾ
時
を
同
じ
う
し
て
逝
い
た
の
で

あ
っ
た
。

-7-

此
臨
海
研
究
所
設
置
本
来
の
目
的
は
云
ふ
迄
も
な
く
京
都
大
皐
関
係
者
の
潟
産
動
植
物
の
研
究
の
に
め
で
あ

る
。
従
っ
て
主
に
同
大
皐
の
生
物
患
の
職
員
畢
生
に
利
用
さ
れ
る
が
、
叉
他
の
諸
地
方
の
大
塵
専
門
閣
一
校
等
よ

り
も
研
究
者
が
集
る
。
外
に
動
植
物
皐
科
皐
・
症
の
費
習
道
場
さ
し
て
最
も
重
要
な
使
命
が
あ
る
。
吾
大
風
一
の
理

製
部
で
は
動
物
墜
を
専
攻
す
る
島
一
生
に
は
最
短
夏
期
二
週
間
春
期
一
週
間
こ
』
に
来
て
海
産
動
物
の
観
察
官
験

を
す
る
事
が
要
求
さ
れ
て
を
る
。
叉
植
物
皐
専
攻
の
墜
生
も
春
期
一
週
間
こ
』
に
滞
在
し
て
浮
治
生
物
や
藻
類

に
閲
す
る
質
習
を
行
ふ
。



此
期
間
暫
く
俗
世
三
絶
つ
丈
島
一生
等
の
生
活
に
は
始
ん
さ
休
日
も
な
く
、
早
朝
よ
り
夕
暮
ま
で
、
場
合
に
よ

る
さ
未
明
叉
は
夜
間
ま
で
．
採
集
や
観
察
に
勉
め
る
場
合
が
多
い
。
そ
れ
だ
け
此
割
合
に
短
い
滞
在
期
間
に
も

得
る
慮
は
朗
、
る
大
で
あ
る
。

之
等
の
研
究
者
や
島
一生
等
に
遺
憾
な
く
材
料
や
供
給
す
る
た
め
に
は
．
所
員
に
近
傍
の
動
植
物
の
種
類
習
性

繁
殖
期
等
に
就
て
充
分
の
智
識
が
あ
る
事
が
必
要
で
あ
る
υ

同
時
に
五
口
が
太
平
洋
岸
に
於
て
最
も
種
類
に
富
ん

花
此
紀
伊
沿
海
の
生
物
を
調
査
す
る
事
は
、

五
口
図
の
斯
翠
界
の
矯
め
の
み
な
ら
ホ
ノ‘
産
業
上
に
も
貢
献
す
る
慮

甚
だ
多
い
で
あ
ら
う
。
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そ
れ
で
所
員
等
は
毎
日
研
究
所
附
近
の
動
植
物
の
調
査
を
組
織
的
に
行
ひ
、
且
海
洋
率
的
記
録
を
取
っ
て
を

る
。
そ
し
て
廿
一二

人
は
日
々
専
ら
浮
滋
生
物
の
検
査
を
行
ひ
、
他
の

一
人
は
其
他
の
動
物
の
採
集
に
従
事
す
る
。

此
等
の
標
本
は
遁
常
な
時
期
に
整
現
し
て
．
そ
れ
ん
＼
の
専
門
家
を
煩
は
じ
研
究
を
託
す
る
筈
で
あ
る。

正口が
研
究
所
に
於
て
行
は
れ
た
研
究
業
績
は
時
々
一
一
種
こ
し
て
世
界
の
臨
海
研
究
所
及
海
産
動
植
物
の
専
門

家
等
に
配
布
し
、
彼
等
の
出
版
物
三
交
換
を
行
う
て
を
る
。

右
研
究
所
本
来
の
事
業
の
外
に
教
育
的
方
面
の
仕
事
ミ
し
て
行
っ
て
を
る
事
の

一
は
標
本
味
列
室
並
に
水
槽

宗
一を
公
衆
に
翻
せ
る
事
で
あ
っ
て
、
特
に
夏
期
は
常
に
種
々
の
海
産
動
物
を
水
槽
に
放
っ
て
参
観
者
の
興
味
を



引
く
や
う
に
し
て
を
る
。
そ
れ
か
ら
隔
年
夏
期
中
等
製
校
の
博
物
科
教
員
の
鍔
め
に
臨
海
貫
習
曾
を
開
く
。
毎

回
多
数
の
士
山
一
切
王者
の
中
よ
り
、
研
究
所
に
牧
容
し
得
る
限
り
の
三
十
名
許
を
選
抜
し
て
、
十
日
乃
至
二
週
間
の

講
習
を
行
ふ
。

附
近
の
海
岸
と
海
底

研
究
所
附
近
の
海
岸
は
多
く
第
三
紀
の
鮮
新
統
叉
は
中
新
統
に
属
す
る
砂
岩
叉
は
摘
桃
山
石
か
ら
成
り
．
レ
庭
々
貝

類
の
化
石
を
多
且単一に
含
む
。
こ
れ
ら
が
太
平
洋
の
怒
簿
の
激
し
い
侵
蝕
に
濯
う
た
た
め
、
頗
る
奇
形
を
呈
し
、
或

、

、

エ

事

ツ

ラ

は
研
究
所
の
直
前
の
海
中
に
横
は
る
高
島
の
如
く
‘
中
穏
に
困
窓
の
開
い
て
を
る
も
の
も
あ
り
、
或
は
江
面
附

、
、
．
、
、
、
．

一
辺
の
海
岸
に
あ
る
俗
稀
犬
反
り
の
鼻
の
や
う
に
、
岩
盤
の
表
面
が
凸
凹
参
差
し
て
歩
行
に
難
漉
す
る
慮
も
あ
る
。

海
中
に
は
至
る
慮
岩
線
多
く
．
廿
件
、
或
者
は
暗
礁
ミ
な
り
、
舶
の
航
行
に
甚
危
険
で
、
今
迄
之
に
鰯
れ
て
坐
礁

沈
浸
し
た
者
も
少
く
な
い
。
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研
究
所
の
南
側
の
滋
及
自
演
附
近
は
銀
砂
遠
く
蓮
り
、
又
田
法
湾
一
面
は
泥
質
の
底
で
深
さ
十
乃
至
二
十
等

ル
｝
出
で
な
い
。

か
』
る
地
形
の
泌
岸
は
生
物
堅
者
に
は
絶
好
の
採
集
箇
所
で
あ
る
。
蓋
し
そ
れ
ら
の
岩
礁
の
蔭
や
裂
隙
の
間



に
は
多
く
の
藻
類
や
附
着
動
物
守
生
じ
、
魚
介
の
類
、
か
潜
ん
で
を
る
し
‘
父
浅
い
泥
・
民
一や
砂
演
に
は
そ
れ
／
＼

固
有
の
動
物
が
模
む
か
ら
で
あ
る
。

紀
伊
半
島
の
南
端
潮
岬
に
近
く
束
々
北
に
向
っ
て
流
る
る
黒
潮
は
其
分
流
を
紀
伊
水
道
に
向
っ
て
透
っ
て
を

る
。
此
流
の
叉
一
分
流
が
困
惑
湾
内
に
入
る
ら
し
い
。
そ
の
た
め
で
あ
ら
う
、
旧
港
湾
内
の
神
島
や
南
部
沖

カ
シ
マ

の
鹿
島
に
は
共
に
熱
帯
性
の
植
物
が
自
主
す
る
。
殊
に
紳
島
に
あ
る
ハ
カ
マ
カ
グ
一
フ
（
出

2
7
z
u
一山口
o
E
g）

は
其
分
布
の
北
限
が
此
島
に
あ
る
ミ
云
ふ
。
附
近
の
潮
の
干
満
の
差
は
大
潮
で
六
い
八
、
小
潮
で
四
尺
五
六
寸
J

で

紀
州
は
古
来
気
候
混
暖
の
慮
ミ
し
て
知
ら
れ
て
を
る
。

っ
て
少
い
。
感
夏
は
平
均
三
十
度
に
昇
る
が
、
常
に
風
が
あ
る
の
で
凌
ぎ
難
く
な
い
。
地
方
風
で
は
夏
は
南
風

冬
は
北
西
風
が
か
な
り
強
く
吹
く
c

一
一
一
月
も
平
均
気
泊
十
皮
内
外
で
写
を
見
る
事
は
至
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あ
る
。

沿

海

の

動

物

紀
南
地
方
一
州
市
の
動
物
相
に
就
て
‘
特
に
著
し
い
則
三
云
ふ
べ
き
は
、
廿
井
、
積
類
に
富
ん
が
い
事
三
、
熱
帯
的
要

素
の
多
く
あ
る
事
さ
で
あ
る
。



種
類
に
富
ん
だ
知
に
就
て
は
、
例
へ
ば
魚
類
の
如
き
九
州
の
南
端
よ
り
北
海
道
の
沿
海
ま
で
の
間
よ
り
知
ら

れ
て
を
る
全
種
類
の
半
数
以
上
か
紀
州
の
附
近
に
棲
む
ミ
云
は
れ
て
を
る
程
で
、
従
っ
て
他
の
類
を
も
推
す
事

が
出
来
る
J

叉
熱
帯
的
要
素
の
多
い
事
は
研
究
所
附
近
の
岩
礁
の
上
に
多
量
の
多
射
瑚
瑚
類
の
見
ら
れ
る
事
で

も
知
ら
れ
る
。
買
に
本
州
沿
岸
で
は
こ
れ
程
瑚
瑚
獄
の
多
く
あ
る
庖
は
他
に
な
い
。

か
や
う
な
事
情
が
古
く
は
幕
末
の
木
草
撃
者
に
し
て
「
水
族
士
山
」
等
の
良
書
を
著
じ
た
畔
旧
翠
山
翁
の
如
、
昔
、

或
は
近
頃
紀
伊
沿
海
の
魚
族
を
調
査
し
て
「
紀
州
魚
譜
」
を
編
ん
冗
宇
井
縫
蔵
氏
の
如
、
ぎ
篤
皐
者
を
出
し
た
所
以

で
あ
ら
う
。
叉
瀬
戸
・
陥
栴
研
究
所
の
所
在
地
を
こ
』
に
定
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
理
由
で
あ
ろ
。

然
し
研
究
所
は
開
設
日
向
ほ
浅
く
．
且
大
規
模
の
動
物
調
杏
一を
行
ふ
に
必
要
な
設
備
を
持
っ
て
居
な
い
。
そ

れ
で
か
や
う
に
県
富
た
動
物
の
種
類
を
残
ら
宇
知
る
事
は
容
易
に
出
来
な
い
事
で
あ
る
。
且
こ
h

は
詳
し
い
事

会
述
べ
る
場
合
で
な
い
か
ら
‘
唯
側
め
て
大
略
を
記
す
に
止
め
て
お
く
。
柏
詳
細
は
京
都
大
串
理
皐
部
紀
要
第

三
巻
第
三
波
及
土
問
2
2仕
え

0
2
E
o
m
E匂
巴
の

J

弓
（
）
円
宮
古

T
Zロ
コ
第
一
巻
第
三
波
を
参
照
せ
ら
れ
た
い
。
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一、
無

脊

椎

動

物

沿
海
に
産
す
る
著
明
の
動
物
を
種
類
別
に
し
て
皐
け
る
三
、
先
づ
海
綿
類
は
種
類
も
量
も
甚
冗
県
富
で
あ
り
、



到
る
い
践
に
異
る
種
類
を
見
る
事
が
出
来
る
が
‘

綿
類
は
相
模
洋
等
に
比
べ
る
三
、

此
類
の
調
査
は
未
だ
更
に
手
を
附
け
て
居
な
い
。
唯
的
子
海

甚
に
乏
し
い
ゃ
う
で
あ
る
。

協
か
に
分
っ
て
を
る
の
は
伊
老
同
穴
の
一
種

（開
口］
u

－02
0｝｝
山

C
Jそ

O
E）
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

院
腸
動
物
で
ヒ
ド
ロ

イ
ド
の
類
は
甚
に
多
い
。
中
に
も
薄
桃
色
を
し
た
ハ
、
不
ワ
ミ
ヒ
ド
ラ

質
の
骨
軌
を
造
る
ア
フ
ギ
ヲ
i
ヒ
ド
ラ
（
ロ

3巳
5
8
4
H
5）
種
々
の
カ
ヤ
の
類
な
さ
美
し
い
標
本
が
容
易
に
得

ら
れ
る
。

（
］

vg
E
H
E）
角

研
究
所
附
近
の
削
遜
湾
に
而
し
仁
方
一
向
の
岩
礁
に
は
‘
鹿
に
よ
り
一
而
に
回

G
Eg
M
Q予
5
ミ
云
ふ
も
の

か
若
い
て
を
る
。

こ
れ
は
分
類
墜
上
興
味
の
あ
る
者
で
、
巽
正
水
母
類
の
ポ
リ
プ
の
群
協
は
す
る
者
で
あ
る
。
こ
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れ
の
水
母
は
袋
水
吋
類
の
エ

フ
ア
イ
ラ
ク
一
フ
グ
（
Z
E
E
F
0
0）
で
あ
る
が
‘
此
ポ
リ
プ
に
は
大
き
な
刺
胞
が
あ

っ
て
‘
刺
さ
れ
る
三
、
皮
膚
が
火
膨
れ
の
や
う
に
な
り
、
痛
み
＼か
激
し
い
の
で
漁
夫
等
に
恐
れ
ら
れ
て
を
る
J

俗
に
イ

ラ
モ
ミ
云
ふ
。

外
洋
に
面
し
た
山
石
併
記
の
潮
の
流
れ
の
念
な
面
に
は
イ
ソ
パ
ナ
、
ゥ
、
乙
ト
サ
力
、

フ
ト

ヤ
ギ

（
何
己
勺
－
o火
山
口

昌
）

イ
ボ
ヤ
ギ
等
紅
や
黄
等
色
取
り
／
＼
1

に
美
し
く
、
水
の
清
い
底
の
石
の
上
等
i
ド
リ
イ
シ
、
ハ
マ
サ
ン
ゴ
、
ス

リ
パ
チ
サ
ン
。
コ
f

叶
日
立
］
出
江
戸
）
等

ω多
射
珊
瑚
類
が
一
宇
一
る
慮
に
見
ら
れ
る
ο

此
等
の
瑚
瑚
類
は
熱
帯
地
方
で
珊



瑚
礁
を
遣
る
者
で
あ
る
。

イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ
ク
も
中
々
種
類
が
多
い
。
中
に
も
直
径
尺
に
偽
り
鰯
手
の
太
さ
が
人
の
指
程
あ
る
出
（

LOS
－戸

（
？
）
や
群
踏
を
造
る
ス
ナ
ギ
ン
チ
ヤ
ク
（
N
o
S
F
5）
等
は
最
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

番
所
ケ
ノ崎
を
西
に
距
る
二
哩
の
海
中
に
あ
る
瀬
戸
ク
瀬
さ
云
ふ
浅
瀬
に
は
、
不
ヂ
レ
ヤ
ギ
（

Q
E勺
伊
丹

7
2）
の
叢

が
あ
る
。
誤
っ
て
こ
、
に
網
争
引
っ
か
け
る
さ
‘
必
宇
ズ
タ
／
＼
に
引
き
裂
か
れ
る
。

渦
虫
や
紙
虫
の
類
、
ゴ
カ
イ
や
ワ
ミ
ク
ム
シ
等
の
環
品
類
何
れ
も
種
類
に
富
ん
で
を
る
。
ゴ
カ
イ
の
類
で
夏

め
夕
暮
海
面
に
税
、
ぎ
出
し
て
美
し
い
花
火
の
や
う
な
光
を
放
つ
も
の
が
あ
る
。
山
石
の
裂
目
か
ら
管
に
住
む
ク
ヤ

リ
等
の
類
の
紅
紫
黄
白
色
様
々
の
仰
の
総
が
、
美
し
く
澄
ん
、
穴
水
を
透
る
静
か
な
日
の
光
守
楽
し
ん
で
を
る
の

も
．
南
方
の
海
岸
の
一
美
観
で
あ
る
。

料
皮
動
物
で
は
ワ
ニ
は
十
数
種
も
普
通
の
者
が
あ
る
。
中
に
も
ガ
ン
ガ
ゼ
、
ム
ラ
サ
キ
ワ
ニ
、
コ
シ
ダ
カ
ウ

ニ
は
到
る
慮
で
採
集
せ
ら
れ
る
。
殻
の
縮
図
形
を
し
た
ナ
ガ
ワ
ニ

何
れ
も
熱
帯
性
の
種
類
で
あ
る
c

-13-

（
何
の
げ

5
0
5
2
5）

糠
の
太
い
の
E
2討
は

ナ
マ
コ
で
は
昆
里
山
の
ク
ロ
ナ
マ
コ
（
目
。
一
O
己
記
ロ
戸
山
門
］
必
）
濃
紫
の
ム
ラ
サ
キ
ク
ル
マ
ナ
マ
コ

E
F
R
g
C
等
、
波
打
際
の
石
の
下
に
気
味
悪
い
程
多
く
か
た
ま
っ
て
や
｝
ろ
事
が
あ
る
。

（
］

Uo－
同
与
の
片
山



甲
殻
類
は
き
こ
で
も
海
産
動
物
中
の
最
重
要
な
群
の
一
で
あ
る
が
、
殊
に
蟹
一
蝦
の
類
は
甚
百
種
類
が
多
く
、

中
に
も
イ
セ
エ
ビ
は
地
方
の
漁
獲
物
中
大
切
な
も
の
ミ
中
に
算
へ
ら
れ
る
。
之
に
似
た
セ
、
E

エ
ピ
、
ワ
チ
ワ
エ
ピ

も
珍
し
く
な
い
。
海
岸
の
石
垣
の
間
に
は
時
々
山
明
滅
州
市
の
陸
棲
ヤ
ド
カ
リ
な
る
テ
カ
ヤ
ド
カ
リ
（
の
080σ
一門戸）が

棲
む
J

群
棲
栴
鞘
や
海
綿
を
脊
中
に
被
っ
て
を
る
大
会
、
な
セ
ア
シ
ガ
ニ
（
ロ
H
O
E

－μ）
も
採
集
さ
れ
る
。
タ
カ
ア

シ
ガ
ニ
は
相
模
洋
等
よ
り
多
い
位
で
、
春
問
月
頃
浅
い
慮
に
来
て
網
に
引
っ
か
か
る
事
が
珍
し
く
な
い
。
ア
サ

シ
ャ
コ
の
類
で
は
一
世
凶
の
沿
海
に
最
も
並
日
蓮
な
種
類
さ
は
別
の
ト

ヒ
ガ
－
一
も
大
形
奇
兵
の
熱
帯
件
蟹
で
あ
る

グ
シ
ャ

コ

（∞心日｝一戸

5
1
E
S）
が
普
通
に
居
る
。
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軟
踏
動
物
も
甲
殻
類
三
共
に
、
種
類
の
多
い
群
で
あ
る
。
此
沿
岸
の
介
類
は
故
卒
瀬
興
一
郎
氏
が
最
多
く
採

集
せ
ら
れ
た
し
．
且
地
方
の
人
の
蒐
築
家
も
あ
る
の
で
．
比
較
的
良
く
分
っ
て
を
る
。
近
く
五
日
大
壊
の
黒
田
徳

米
、
瀧
山
股
雨
氏
に
よ
っ
て
紀
伊
沿
海
産
貝
類
目
録
が
編
ま
れ
る
筈
で
あ
る
。

日（
B

獄
中
産
業
上
重
要
な
の
は
ア
コ
ヤ
が
ヒ
で
‘
附
近
に
二
ん
ノ
所
養
殖
所
が
あ
る
υ

ト
コ
ブ
シ
、
ア
ワ
ピ
も
亦

泌
産
物
さ
し
て
大
切
で
あ
る
d

旧
建
湾
の
山
内
底
に
は
タ
ヒ
一
フ
ギ
に
、
似
た
ハ
パ
ウ
キ
ガ
ヒ
、
砂
演
に
は
シ
ラ
テ
ガ
ヒ
を
産
す
る
。
叉
海
岸
よ
り

少
し
離
れ
た
沖
に
ド
レ
ツ
ヂ
を
引
く
三
、
よ
く
ツ
キ
ヒ
ガ
ヒ
が
入
る
u

チ
ヤ
ク
ジ
ヤ
ガ
ヒ
の
一
一
様

（司－

2
5
E



S
E
R
E
－
比
門
戸
∞
色
）
ナ
ガ
イ
ト
カ
ナ
（
〉
E
2
P
自
主
E
片
山
〉
及
オ
ホ
イ
ト
カ
ク

（］ザ泣
O
ロ
山
口
百
汚
己
mzo
）
は
何

れ
も
珍
積
さ
し
て
貝
類
蒐
集
家
の
秘
蔵
す
る
者
で
あ
る
。

後
鰍
類
も
中
々
種
類
が
多
い
が
、
日
本
産
の
此
類
は
未
文
調
査
が

一
向
届
い
て
居
ら
ぬ
の
で
、
良
く
目
に
つ

く
も
の
で
あ
る
に
拘
ら
す
、
名
の
分
ら
ぬ
物
が
多
い
。
ア
メ
ブ
ラ
シ
は
中
に
も
最
も
普
通
の
物
で
あ
る
J

タ
ツ

ナ
E
ガ
ヒ
、
ヒ
ト
ヘ
ガ
ヒ
、
ナ
ツ
メ
ガ
ヒ
、
ゥ
、
E

ウ
シ
の
諸
積
．
メ
リ
ペ
等
も
珍
し
く
な
い
。
イ
ソ
ア
ワ
モ
チ

も
大
き
な
標
本
が
得
ら
れ
る
。

頭
足
類
の
中
で
は
マ
イ
カ
、
ア
オ
リ
イ
カ
、
マ
ダ
コ
等
普
通
で
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
タ
コ
プ
ネ
も
時
々
漁

獲
さ
れ
る
。
海
岸
で
ア
ク
ム
ガ
ヒ
の
殻
が
拾
は
れ
る
事
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
遠
い
南
洋
か
ら
多
分
海
流
で
流
さ

れ
て
来
た
も
の
に
違
ひ
な
い
。

研
究
所
か
ら
遠
く
な
い
制
不
知
の
附
近
、
白
川
島
等
に
は
、
汐
干
の
際
ギ
ボ
シ
ム
シ
の
孔
が
一
面
に
あ
る
。
シ

ャ
i
セ
ン
ガ
ヒ
も
居
る
が
割
合
に
少
い
。

一
－ l 
魚

等

葉買

前
に
述
べ
た
如
く
紀
伊
沿
海
に
は
魚
類
が
甚
一口
県
富
で
、
積
数
七
百
に
上
る
だ
ら
、

2
＼
」
云
は
れ
る
。
之
等
の

-15-. 



中
に
は
産
業
上
重
要
の
も
の
も
少
く
な
い
。
叉
珍
ら
し
い
新
種
さ
し
て
此
地
方
よ
り
始
め
て
記
載
さ
れ
た
も
の

も
多
く
あ
る
。
然
し
こ
L

に
は
た
ゾ
此
等
の
中
極
め
て
小
部
分
を
嗣
本
け
得
る
に
過
ぎ
ぬ
。

鮫
の
知
で
は
－
フ
ブ

カ
が
稀
に
獲
れ
る
事
が
あ
る
。
ア
プ
一
フ
ず
メ
、
ネ
コ
ず
メ
は
乙
よ
り
普
通
で
あ
る
。
此
等

は
何
れ
も
古
代
の
絞
の
生
き
残
り
で
あ
っ
て
、
殊
に
ラ
プ
ヵ
や
、
不
コ
ず
メ
は
五
口
沿
海
産
の
動
物
三
し
て
特
筆
に

位
す
る
税
外
闘
で
は
珍
ら
し
い
。
外
に
鮫
の
類
二
十
種
鰭
の
類
十
種
許
あ
る
や
う
で
あ
る
J

愛
り
物
の
ギ
ン
ザ

メ
も
冬
分
に
は
可
な
り
多
く
獲
れ
る
。

側
、
こ
鰹
は
近
海
の
二
大
水
産
物
で
あ
る
。
鯛
は
春
四
月
が
漁
獲
の
盛
り
時
で
‘
明
石
や
高
砂
の
浦
等
の
漁
船

い
か
荒
浪
を
犯
し
て
こ
』
迄
遠
征
し
、
沖
合
二
三
哩
の
慮
に
陣
取
っ
て
、
釣
や
網
で
産
卵
の
潟
め
に
内
海
に
急
ぐ

政
を
待
ち
伏
せ
す
る
。

• -16-

般
の
ぬ
は
三
月
の
末
に
近
く
桃
の
花
咲
く
頃
か
ら
始
ま
り
‘
春
の
酎
に
な
る
さ
共
に
忙
し
く
な
り
‘
初
夏
に

は
粉
袋
へ
盛
夏
に
再
び
盛
に
な
る
つ

外
に
種
数
の
多
い
も
の
に
ア
チ
、
ス
ゾ
キ
、
ハ
夕
、

コ
チ
、
ハ
ゼ
、
ネ
ズ
、
人
コ
チ
、
の
類
な
き
あ
る
。

フ
エ
グ
ヒ
‘
ベ
ラ
、

ハ
ギ
‘

‘
．
、

，h
・

、

‘

フ

ク

メ

バ

ル

カ

サ

ゴ

海
岸
の
釣
漁
で
得
ら
れ
る
も
の
に
は
イ
サ
ギ
‘
ク
ロ
グ
ヒ
‘
プ
タ
ヒ
、
べ
－
フ
、
ホ
ワ
ポ
ヲ
、

メ
、テ
ナ
、
カ
サ



ゴ
等
、
叉
プ
ダ
ヒ
、
ツ
バ
メ
ヲ
ラ
、

テ
フ
テ
プ
ヲ
ラ
、
グ
ン
ロ
ク
ダ
ヒ
、
キ
ン
チ
ヤ
ク
ダ
ヒ
、
ツ
ノ
ダ
シ
、

ノ、

ギ
の
如
き
怪
奇
な
色
ミ
形
の
者
が
多
く
あ
る
の
は
如
何
に
も
南
凶
の
海
ら
し
い
感
じ
を
典
へ
ら
れ
る
。
奇
形
の

も
の
に
は
ヤ
ク
ジ
ウ
ラ
、
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

，コ
は
何
れ
も
三
四
稜
づ
』

あ
り
．
外
に
フ
ク
ヨ
イ
ク
ラ
、
ヮ
i
－ア
ン

グ
等
の
所
謂
綿
鰍
類
、

ハ
コ
フ
グ
、
ワ
ミ
ス
ゾ
メ
、

ハ
リ
セ
ン
ポ
ン
等
の
固
顎
類
、

マ
ン
ボ
ワ
の
関
大
な
る
‘

シ
ャ
チ
ブ
リ
の
柔
長
な
る
．
イ
ト
ヨ
リ
，
フ
リ
ソ
デ
ウ
テ
等
の
優
美
な
る
、
ア
ン
カ
ワ
，
イ
ず
リ
ワ
テ
の
耐
凶
悪

な
る
等
魚
族
に
も
千
態
百
姿
が
あ
る
。
深
海
魚
じ
開
局
す
る
ハ
ダ
カ
イ
ワ
シ
．
キ
ク
リ
エ
ソ
、
タ
チ
モ
ド
キ
、
リ

ヮ
グ
ワ
ノ
ツ
カ
ヒ
等
も
稀
に
獲
ら
れ
て
、
漁
夫
た
ち
に
首
を
傾
け
し
め
る
J

何
に
し
て
ち
魚
族
の
多
い
事
、
そ
し
て
其
食
膳
に
上
る
も
の
の
美
味
な
事
は
都
曾
人
士
を
驚
か
せ
る
。

淡
水
魚
の
最
も
著
し
い
も
の
、
こ
し
て
は
オ
ホ
ワ
ナ
ギ
が
あ
る
ο

普
通
の
鰻
さ
は
別
種
で
熱
帯
地
方
に
庚
く
分

ー
-17-

布
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
五
口
闘
で
は
九
州
四
園
よ
り
紀
南
地
方
に
及
ん
で
を
る
。
研
究
所
よ
り
程
近
い
富
田
川

あ
た
り
に
棲
む
の
が
其
分
布
の
回以
北
限
で
あ
る
。
大
な
る
は
丈
五
六
尺
．
周
間
二
尺
、
目
方
五
六
貰
に
及
ぶ
。

魚
類
以
外
の
脊
椎
動
物
で
は
セ
グ
ロ
ワ
ミ
ヘ
ピ
が
時
々
海
岸
近
い
慮
で
も
捕
ら
れ
、
ア
カ
ワ
ミ
ガ
メ
が
研
究

所
の
後
の
砂
演
に
毎
年
初
夏
の
夜
中
に
・
尿
卵
す
る
。
其
砂
の
上
に
印
し
た
爪
痕
を
白
山
首
に
卵
を
掘
り
出
し
て
、

料
を
採
っ
た
り
，
試
食
し
た
り
す
る
。



地
方
の
記
録
に
は
数
百
頭
の
鯨
が
回
港
湾
内
に
入
っ
て
来
て
．
近
傍
の
浦
々
を
賑
は
し
仁
事
な
き
が
繰
返
し

見
え
る
が
、
今
は
さ
や
う
な
事
も
な
い
。

・•r.、

，予

・－•』；β子

生

物

浮
併
症
物
も
種
類
に
富
み

B
熱
帯
的
色
彩
が
著
し
い
。
宴
、
最
も
愛
化
の
多
い
の
は
十
一
月
頃
よ
り
三
四
月
に

か
け
て
ど
あ
っ
て
‘
此
聞
に
西
南
の
風
の
吹
き
緩
い
た
後
の
静
穏
な
日
な
示
、
美
し
い
管
水
母
や
櫛
水
母
浮
説

軟
刷
版
動
物
や
サ
ル
パ
等
移
し
く
栴
岸
近
く
押
し
寄
せ
る
。
か
や
う
な
時
の
研
究
所
に
居
る
者
の
心
小
躍
る
は
鰯

-18-

や
備
の
大
群
の
近
、
つ
い
大
折
の
漁
夫
等
の
充
奮
ミ
慶
ら
ぬ
U

原
生
動
物
で
は
放
散
識
の
庄
の
『
O］
O
R
F
P
K
F
g
E
r
0
5
2
5
H
H
な
き
或
日
の
表
面
採
集
の
獲
物
の
大
部
分
舎

な
す
位
の
事
も
あ
る
が
B

前
者
に
は
極
め
て
普
通
に
〉

E
S
E－
同
百
三
云
ふ
珍
動
物
が
寄
生
し
て
守
る
。
古
代

光
虫
拙
は
静
か
な
春

ω海
の
面
の
見
渡
す
限
り
薄
紅
に
色
づ
く
程
に
現
れ
る
日
が
数
日
も
績
く
さ
息
ふ
三
、
風
の

模
様
で
い
つ
の
間
に
か
忽
然
ミ
姿
を
消
す
事
が
珍
し
く
な
い
。

ヒ
ド
ロ
水
母
類
は
曾
て
東
京
大
阜
の
内
田
亨
氏
が
来
場
研
究
し
て
幾
つ
か
の
新
種
を
見
出
し
た
。
ハ
ナ
ガ
サ

ク
ラ
グ
、
カ
ミ
ク
一
フ
グ
、
カ
一
フ
力
サ
ク
ラ
グ
等
骨
子
、
中
で
も
美
し
い
種
類
で
あ
る
。
管
水
母
類
で
は
ヤ
ウ
ラ
ク
ク



－
フ
グ
．
コ
ヤ
ワ
一
フ
ク
ク
ラ
グ
、

カ
ツ
ラ
ノ
エ
ボ
シ
、
カ
ツ
ラ
’ノ
カ
ム
リ
、
ギ
ン
ク
ワ
ク
ラ
グ
等
精
巧
な
尚
子
細

工
か
三
思
は
れ
る
許
で
あ
る
が
、
櫛
水
母
類
の
ツ
ノ
ク
ラ
グ
、
カ
プ
ト
ク
ラ
グ
、
ワ
リ
ク
ラ
グ
、
オ
ピ
ク
ラ
グ

等
は
蜘
蚊
の
紛
の
織
物
の
ゃ
う
で
あ
る
。

品
正
水
母
類
で
は
春
は
i
ヅ
ク
一
フ
グ
、
ア
カ
ク
ラ
グ
が
年
に
よ
り
海
を
埋
む
る
許
に
愛
生
し
‘
夏
は
タ
コ
ク

ラ
グ
が
之
等
に
代
っ
て
叉
移
し
く
繁
殖
す
る
3

タ
コ

ク
ラ
グ
は
地
方
で
は
八
幡
祉
の
祭
般
の
頃
に
出
る
ミ
云
ふ

の
で
ハ
チ
マ
ン
ク
ラ
グ
三
呼
ぶ
。
外
に
美
し
い
エ
ピ
ク
一
フ
グ
大
き
な
ユ
ワ

ν
イ
ク
ラ
グ
等
も
時
時
採
集
せ
ら
れ

軟
能
動
物
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
に
は
ア
サ
ガ
ホ
ガ
ヒ
、

ル
リ
ガ
ヒ
や
翼
足
類
異
足
類
の
外
ア
ラ
ミ
ノ
ク
ミ
ウ
シ

-19ー

る
。

（
の
一
山
口

2
C
の
獲
れ
る
事
が
あ
る
。

植
物
性
。
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
で
は
雄
一
換
殺
や
盆
藻
類
が
種
類
も
量
も
多
い
事
は
こ
h

ば
か
り
で
な
い
が
、
詳
し
い

事
は
あ
ま
り
専
門
に
偏
す
る
か
ら
略
す
る
。

；毎

渓

類

研
究
所
の
所
員
な
る
赤
塚
井
狩
の
雨
氏
は
共
に
藻
類
皐
者
で
あ
る
の
で
、
近
海
の
藻
類
は
ほ

Y調
べ
ら
れ
て



を
る
。
珪
藻
類
で
は
民
国
で
云
ふ
海
容
菜
邸
ち

る
。

F
R
Z立
与
広
告
。
ー
が
潮
線
附
近
の
山
石
面
に
移
し
く
生
じ
て
を

緑
藻
類
で
は
キ
ツ
カ
ア
グ
サ
、
ア
ナ
ア
ア
サ
、

ア
テ
サ
等
最
も
多
く
、
ア
テ
サ
の
類
は
食
用
三
さ
れ
る
。
イ

ハ
グ
タ
の
長
さ
数
丈
に
及
ぶ
も
珍
ら
し
く
な
い
。

引
例
議
類
で
は
ホ
ン
ダ
ワ
ラ
の
類
最
も
多
く
、
叉
カ
ゴ
メ
ノ
リ
‘
フ
ク
ロ
ノ
リ
、
ヒ
ジ
キ
等
、
或
慮
の
岩
国
を

蔽
ひ
来
し
て
居
る
。
外
に
ヒ
ロ
メ
、
ア
ン
ト
ク
メ
、
ア
ラ
メ
等
も
著
し
い
も
の
で
あ
る
。

紅
泌
類
に
は
満
潮
線
附
近
の
岩
礁
に
生
中
る
イ
ハ
ノ
リ
を
採
っ
て
．
浅
草
海
苔
三
同
じ
ゃ
う
に
製
し
て
湯
崎

海
芹
の
名
で
混
泉
の
浴
客
に
寅
っ
て
を
る
。
外
に
フ
ノ
リ
、
テ
ン
グ
サ
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
此
等
は
或
期

-20ーー

間
採
取
を
禁
じ
一
定
の
日
に
所
調
査
を
開
け
る
。

（
昭
和
四
年
四
月

駒
井

卓
述
）



規 ．

...... 『

Aと

要

項

一
、
常
所
で
研
究
ぜ
ん
ざ
す
ろ
方
は
生
物
翠
水
産
車
海
洋
阜
の
研
究
者
で
濁
立
の
研
究
能
力
わ
る
人
に
限
ろ
o
助
手
皐
生
の
如

、
き
人
々
は
泊
常
の
指
導
者
あ
ろ
昨
に
限
リ
営
所
私
利
用
す
ろ
事
が
で
き
ろ
o
m早
な
ろ
陳
列
用
又
は
版
賢
用
の
標
本
採
集
の
士

め
の
来
所
は
阿
く
御
断
り
す
ろ
o

一
、
研
究
希
望
者
は
深
め
氏
名
、
職
務
、
研
究
事
項
、
滞
在
瑛
定
日
数
奇
京
都
帝
岡
大
串
勤
物
皐
教
室
内
営
所
幹
事
に
申
出
で

其
承
認

JZ何
ら
れ
士
い
o

一
、
研
究
中
寄
宿
合
に
泊
リ
土
い
人
は
後
め
幹
事
の
承
認
ら
得
ら
れ
土
い
。

右
手
続
島
経
？
し
て
来
所
さ
れ
ろ
人
は
遺
憾
乍
ら
研
究
並
に
宿
泊
与
御
断
リ
す
ろ
。

一
、
研
究
に
要
す
ろ
器
具
川
市
械
類
は
各
自
に
持
っ
て
ゆ
か
れ
士
い
。
但
し
研
究
所
備
什
の
者
で
御
貸
し
』
得
ろ
も
の
も
わ
ろ
か

ら、
4
4

官
制
は
後
め
問
合
さ
れ
士
い
。

一
、
研
究
宥
泊
に
就
て
は
所
内
で
定
め
土
規
定
か
守
リ
、
且
所
員
の
巾
出
に
従
ば
れ
ろ
事
。
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京
都
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帝
岡
大
挙
理
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部
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海
研
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所
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勘
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京
都
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小
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新
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